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呉地区における
多機能な複合防衛拠点の
整備について

令和８年９月｜防衛省



本日のご説明

契約締結を節目に、予算・企業誘致・機能配置を一体的に推進

防衛省説明資料｜第４回呉地区における多機能な複合防衛拠点の整備

契約締結 跡地全体を取得する契約を締結し、建物等の収去完了ブロックから段階的
に所有権を取得します。

０２ 令和９年度概算要求 必要経費を「事項要求」として要求し、予算編成過程で具体的内容・金額を
整理します。

０３ 民間企業誘致エリア 企業募集と評価を進め、令和９年５月頃に誘致企業を選定する予定です。

０４ 機能配置基本検討 ゾーニングを踏まえ、施設の規模・配置等を具体化します。

０５ 今後のスケジュール 本年１２月の政府予算案の決定、令和９年３月末の基本検討の取りまとめ、
同年、５月頃の企業選定を節目とします。
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１．契約締結

跡地全体を取得する契約を締結
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防衛省 × 日本製鉄株式会社

瀬戸内製鉄所呉地区跡地の
「全体」を対象とする取得契約

本契約の意義と狙い

● 本契約は多機能な複合防衛拠点の整備に向けた重要な節目
となります。

● 一括引渡しを待つのではなく、整備可能な区域から事業を
前に進めます。

● 日本製鉄（株）と連携し、広島県・呉市とも意思疎通
を図りながら着実に推進します。

整備の早期化と事業の確実性を両立

今後、契約書で定めたブロックごとに、日本製鉄
（株）による建物等の収去等が完了した後、その
ブロックの所有権を防衛省が取得します。



１．契約締結

建物等の収去完了ブロックから段階的に所有権を取得
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日本製鉄（株）による建物等の収去等には相当の期間を要する見込み。多機能な複合防衛拠点を
迅速かつ効果的に整備するため、完了区域から引渡しを受け、順次施設整備に着手します。

建物等の
収去等

› ブロック単位で
完了確認

› 防衛省が
所有権を取得

› 順次、施設整備に
着手

段階取得の狙い

民間企業誘致エリアなど、比較的早期に引渡しを受けることが可能なエリアから順次引渡しを
受けて、整備を開始し、多機能な複合防衛拠点を、建物等の収去等の進捗に応じて可能な限り早期
に整備できる環境を整えます。



２．令和９年度概算要求
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「事項要求」とは

令和９年度概算要求においては、現在検討
を進めている三文書改定の内容に左右される
と考えられる事業については、予算編成過程
において検討することとして、事項要求とし
ています。

今回お伝えしたいこと

● 「事項要求」でも、整備を進める方針
は変わりません。

● 跡地の引渡し時期や整備計画を踏まえ、
具体的な内容と金額を決めます。

本年１２月に情報提供

「多機能な複合防衛拠点」の整備に係る経費を事項要求



３．民間企業誘致エリア

防衛生産・技術基盤を担う企業の募集を開始
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令和８年９月１日に企業募集を開始。参画希望企業に必要情報を提示し、申請書類を評価した上で、
令和９年５月頃に誘致企業を選定する予定です。

企業募集

参画意思を確認
› 募集要領送付 › 申請書類提出 › 評 価

評価基準に沿って
審査

› 誘致企業選定

幅広い企業から提案を募り、本拠点の整備目的に合致する企業を選定します。

【募集の基本的な考え方】

民間企業誘致エリアにおいては、装備品の研究開発、製造体制の拡充等のため、防衛生産・
技術基盤を担う民間企業を誘致することとしており、地元経済への貢献なども加味しながら評価
を行い、企業を選定

（１０月３０日締切） （令和９年５月頃）

応募資格を満たす企業
に募集要領を送付

企業の選定の検討に
必要な情報を収集



４．機能配置基本検討

パース図により、将来像を視覚化
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将来像を共有するための「青写真」 昨年３月に説明したゾーニングを踏まえ、
各機能の配置、施設規模、導線、周辺環境
との関係を検討しています。パース図は、
防衛関連施設や民間企業誘致エリアがどの
ように配置され得るかを視覚的に示すもの
です。

現時点で確定していない事項

● 施設の数・規模

● 外観・配置

今後、変更される可能性
安全保障環境の変化、基本検討の深化、
関係機関、進出企業、地元自治体等との
調整を踏まえて内容を更新します。

地域・経済界と、産業・雇用の可能性を共有
※本資料は、現時点でのイメージであり、今後の検討状況により変更がありうる。
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４．機能配置基本検討

機能配置方針一覧
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① 民間企業誘致
防衛生産・技術基盤を担う企業を誘致。

② 無人機製造整備
水上・水中無人機等の製造・整備・試験

／岸壁近傍に配置。

③ 庁舎等
隊舎・庁舎等／民間誘致エリアと出入口

の近傍に配置。

④ 物資集積・保管
艦船積載物資の集積・保管／岸壁近傍

に配置。

⑤ 燃料タンク
艦船運用を支える燃料機能／岸壁近傍

に配置。

⑦ 将来構想
将来活用／進捗に応じ利用方針を検討。

⑧ 補給整備
艦船の維持整備／岸壁近傍に配置。

⑩ 情報通信
情報通信機能／周囲に遮蔽物がない高台

に配置。

⑪ 防災拠点
艦船・ヘリの物資輸送／岸壁沿いで

海・空から進入しやすい場所。

⑫ 作業ヤード・緑地帯
コンテナ置場・一時駐車場／緑地保存、

環境保全・騒音低減を考慮。

⑬ 岸壁
艦船運用基盤／補給整備・物資集積・

燃料機能を近接配置。

⑥ 運動場
屋外運動施設（ソフトボール場４面

程度の面積）、体育館・駐車場等を検討。

⑨ 火薬庫
建屋は数棟程度／関係法令に基づき、

十分な保安距離を確保。



４．機能配置基本検討

※本資料は、現時点でのイメージであり、今後の検討状況により変更がありうる。

今後の検討

基本検討や関係者との調整を踏まえ、配置・規模を更新
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➢ ⑫白抜きエリアを取得することを決定
➢ 早期の活用も見据えつつ、⑥運動場エリアの形状
を変更し、引き続き付帯施設の具体化を検討

利用対象｜隊員・近隣住民・敷地内企業従業員

整備規模｜屋外運動施設として、ソフトボール場４面程度の広さを想定

付帯施設｜体育館等の屋内施設・駐車スペースを継続検討

ゾーニング図の更新

➢ ゾーニングの基本方針

立地特性｜地盤・高台・岸壁・出入口を生かす

機能連携｜関連機能を近接し、効率・安全・利便を確保

地域共存｜民間・住民利用と環境保全、将来変更に対応
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５．スケジュール

本年１２月、令和９年３月末、５月を節目に着実に推進
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本年１２月 政府予算案 具体的な予算内容を情報提供

令和９年３月末 基本検討 施設配置に関する検討を取りまとめ 以後、情報提供

令和１０年度以降 施設整備 民間企業による整備へ接続

日本製鉄（株）、広島県、呉市、関係機関と連携し、事業の着実な推進と早期整備に取り組みます。

令和９年５月頃 企業選定 防衛省において誘致企業を選定


